（慶弔休暇）

第●条
 
従業員が次の事由により休暇を申請した場合は、次のとおり慶弔休暇を与える。ただし、日数には第24条に定める休日を含むものとする。なお、義理の兄弟姉妹および義理の祖父母とは適用外とする。

(1)
本人が結婚する時・・・・・・・・継続して5日

(2)
子女が結婚する時・・・・・・・・継続して2日

(3)
兄弟姉妹が結婚する時・・　・・・1日

(4)
妻が出産する時・・・・・・・・・出産日を含め産後2週間以内に2日

(5)
父母、配偶者または子が死亡した時
　① 本人が喪主の場合・・・・・・・継続して5日

　② それ以外の場合・・・・・・・・継続して3日

(6)
祖父母、配偶者の父母、兄弟姉妹（義兄弟は除く）が死亡した時
　① 本人が喪主の場合・・・・・・・継続して5日

　② それ以外の場合・・・・・・・・継続して3日

2. 慶弔休暇は有給とする。

3. 慶弔休暇の支給申請は以下の期間に行わなければならない。
(1)
第1項(1)～(4)の慶弔休暇・・・慶弔休暇取得予定日の1ヶ月以上前に申請すること。(4)については、その出産予定日から1ヶ月以上前に出産予定日を慶弔休暇取得日として仮に申請しなければならない
(2)
第1項(5)(6)の慶弔休暇・・・事由が発生した場合、すみやかに会社に申請すること。原則として2日以内とする

4.
会社が慶弔休暇を認める期間は以下のとおりとする。

(1)
第1項(1)～(3)の慶弔休暇・・・入籍の日以後、3ヶ月以内とする

(2)
第1項(4)の慶弔休暇・・・出産日を含め産後2週間以内とする
(3)
第1項(5)(6)の慶弔休暇・・・葬儀の日の前後それぞれ1週間の期間内で取得しなければならない

5.
第１項(5)(6)の慶弔休暇を申請する場合は、葬儀場の住所、電話番号および喪主の氏名を事前に会社に連絡しなければならない。
6.
慶弔休暇は、その事由があった日（もしくはその前後）に取得しなければならず、これを後日に振り替えるなどして事由と関連しない日に取得することは認めない。
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